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（
大
分
県
）
3
月
22
日
か
ら

24
日
ま
で
の
3
日
間
、
6
名

が
参
加
し
、
大
分
県
立
新
美

術
館
、
地
熱
発
電
事
業
、
新

事
業
創
出
支
援
の
た
め
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
グ
ラ
ン
プ

リ
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お
い
た

の
取
組
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
大
分
県
立
美
術
館
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｍ
で
は
、「
五
感
で
楽
し
む
・

家
の
リ
ビ
ン
グ
・
県
民
と
と

も
に
成
長
す
る
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
敷
居
の

低
い
美
術
館
を
目
指
し
て
い

　
本
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た

「
選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員

会
」
は
、
7
月
1
日
、
早
速

第
1
回
委
員
会
を
開
催
し
、

「
来
年
12
月
定
例
会
を
目
途

に
、
市
町
村
等
へ
の
現
地
調

査
を
含
め
結
論
を
得
て
い

く
」
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
委
員
は
上
記
の
と
お

り
。

る
と
の
こ
と
で
、
老

朽
化
す
る
信
濃
美
術

館
改
築
の
動
き
に
向

け
、
大
い
に
参
考
に

な
る
も
の
で
し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お

い
た
で
は
、
「
平
日

の
湯
布
院
・
別
府
は

外
国
人
の
街
だ
」
と

の
説
明
に
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
よ
る
来
訪

者
が
急
増
し
て
い
る

状
況
が
伺
い
知
れ
ま

し
た
。

会
派
〝
先
進
地
調
査
報
告
〞

会
派
〝
先
進
地
調
査
報
告
〞

大分県立美術館内移動壁面の様子を調査

委員名簿委員名簿
古田芙士（自）
高橋　宏（信）
服部宏昭（自）　萩原　清（自）
平野成基（自）　今井　敦（自）
小林東一郎（信）荒井武志（信）
宮澤敏文（新）　太田昌孝（新）
小林伸陽（共）

委員長
副委員長
委　員

選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

　
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守

る
た
め
の
条
例
案
は
、
先
の

2
月
定
例
会
に
そ
の
骨
子
案

が
示
さ
れ
、
議
会
に
お
い
て

議
論
を
展
開
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
県
は
、
別
途
取

り
組
ん
で
き
た
県
政
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
、
今
議
会
へ
条
例
案

と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　
条
例
案
の
中
で
加
筆
さ
れ

た
内
容
は
、
県
の
責
務
に

「
県
は
、
県
民
運
動
を
尊
重

し
、
そ
れ
を
積
極
的
に
推
進

す
る
」
こ
と
、
そ
の
他
の
項

に
「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
の
変
化
、
こ
の
条
例

の
施
行
状
況
等
を
勘
案
し
つ

つ
検
討
・
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
」
な
ど
で
す
。

　
委
員
会
議
論
で
は
、
条
例

案
の
罰
則
は
性
犯
罪
を
抑
止

で
き
る
明
確
な
根
拠
が
な
い

こ
と
や
冤
罪
を
生
む
危
険
性

な
ど
の
指
摘
が
あ
る
一
方
、

予
防
教
育
や
県
民
運
動
の
推

進
な
ど
実
効
性
を
い
か
に
高

め
る
か
、
条
例
の
運
用
状
況

の
定
期
的
な
公
表
が
必
要
だ

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
採
決
が

行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で
条
例

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
処
罰
規
定
は
、
11
月
1
日

施
行
に
な
り
ま
す
。

○
学
び
と
働
き
の
連
携
で
信

州
創
生
の
人
材
育
成

　
　
　
　6
6
3
0
万
円

　
県
内
4
地
区
（
モ
デ
ル
）

に
、
学
校
・
企
業
・
地
域
を

結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
地
域
を
支
え
る
人

材
を
育
成

○
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守

る
た
め
の
取
組

　
　
　
　
　9
1
5
万
円

　
県
民
総
ぐ
る
み
で
子
ど
も

を
守
り
育
て
る
機
運
を
醸
成

す
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

研
修
会
の
充
実
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
な
ど

○
武
道
振
興
の
中
核
的
拠
点

の
整
備

　

　
　
　
　4
3
1
6
万
円

　
柔
・
剣
道
場
6
面
設
置
の

主
道
場
、
2
つ
の
副
道
場
を

備
え
た
武
道
館
の
設
計
等
を

実
施

○
大
北
森
林
組
合
等
補
助
金

不
適
正
受
給
事
案
へ
の

対
応

　
　11
億
5
3
4
6
万
円

　
補
助
金
不
適
正
受
給
に
伴

う
国
庫
補
助
金
の
返
還
（
加

算
金
3
億
5
4
0
0
万
円
を

含
む
）

○
農
業
生
産
性
の
向
上

　
　6
億
3
6
5
0
万
円

　
攻
め
の
農
業
展
開
に
向

け
、
生
産
施
設
や
機
械
の
整

備
、
収
益
性
の
高
い
作
物
の

導
入
等
へ
総
合
的
に
支
援

　
去
る
3
月
に
制
定
さ
れ
た

「
長
野
県
手
話
言
語
条
例
」

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
県
議
会

と
し
て
、
手
話
に
対
す
る
関

心
と
理
解
を
深
め
、
手
話
の

普
及
等
に
関
す
る
施
策
に
協

力
す
る
た
め
、
6
月
27
日
、

全
議
員
58
名
の
賛
同
の
も
と

「
手
話
言
語
普
及
促
進
議
員

連
盟
」
が
設
立
・
発
足
し
ま

し
た
。

　
設
立
総
会
席
上
、
岸
田
障

が
い
者
支
援
課
長
の
指
導
で

「
皆
さ
ん 

こ
ん
に
ち
は
」

程
度
で
し
た
が
、
早
速
手
話

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

〝
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
条
例
〞

  

関
係
者
が
主
体
的
な
取
組
を
！

「
県
議
会
手
話
言
語
普
及

  

促
進
議
員
連
盟
」を
設
立

補
正
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

自由民主党県議団　　　（自）
信州・新風・みらい　　（信）
新ながの・公明　　　　（新）
日本共産党県議団　　　（共）

　
「
信
州
・
新
風
・
み
ら
い
」

は
、
6
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
国
庫
補
助
金
返
還
等
に

係
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

「
補
助
金
の
返
還
に
当
た
り

十
分
な
配
慮
を
求
め
る
付
帯

決
議
」
が
付
さ
れ
可
決
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
7
月
1
日

の
定
例
会
閉
会
後
、
「
大
北

森
林
組
合
等
補
助
金
不
適
正

受
給
事
案
に
伴
う
国
庫
補
助

金
返
還
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
」
と
す
る
申
し
入
れ
交
渉

を
、
阿
部
知
事
に
対
し
行
い

ま
し
た
。

　
冒
頭
、
小
島
代
表
は
、

「
予
算
を
認
め
決
定
す
る
の

は
議
会
だ
。
責
任
を
強
く
感

じ
、
委
員
会
に
付
帯
決
議
を

付
す
と
同
時
に
こ
の
意
見
を

申
し
入
れ
る
」
と
、
強
い
思

い
で
「
申
し
入
れ
書
」
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
知
事
は
、
事

実
に
つ
い
て
「
捜
査
権
の
な

い
県
と
し
て
は
、
裁
判
に
お

い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く

と
し
か
申
し
上
げ
ら
れ
な
い

が
、
金
額
は
、
精
査
の
も
と

決
定
し
て
い
る
。
職
員
の
新

規
採
用
は
、
し
ご
と
改
革
の

断
行
と
は
別
に
状
況
を
見
て

判
断
す
る
」
と
答
え
ま
し

た
。

　
知
事
に
は
、
自
ら
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
「
郷
学
郷
就

県
づ
く
り
」
の
主
旨
に
沿
う

有
言
実
行
が
強
く
求
め
ら
れ

ま
す
。

大
北
森
林
組
合
等
補
助
金
の

　返
還
対
応
で
緊
急
申
し
入
れ

１
組
合
か
ら
の
返
還
期
限

7
月
29
日
ま
で
厳
し
く

指
導
を

２
債
務
完
済
に
向
け
厳
正

な
対
処
を

３
「
し
ご
と
改
革
」
の
人

件
費
削
減
に
関
し
、
若

い
世
代
の
採
用
削
減
は

行
わ
な
い
こ
と

４
昨
年
6
月
定
例
会
の
決

議
に
基
づ
き
、
十
分
な

説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
【
申
し
入
れ
の
要
旨
】

　6
月
16
日
に
開
会
し
た
６
月
定
例
県
議
会
は
、
7
月
1
日
ま
で
の
本
会
議
で
、
大

北
森
林
組
合
等
補
助
金
不
適
正
受
給
事
案
に
係
る
国
庫
補
助
金
の
返
還
額
等
、
総
額

21
億
円
余
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
条
例
案

な
ど
知
事
提
出
の
36
議
案
を
審
議
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
、
我
が
会
派
提
出
の
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
案
、

議
会
運
営
委
員
会
提
出
の
長
野
県
議
会
選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る

決
議
案
な
ど
議
員
提
出
・
委
員
会
提
出
9
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

６月定例
県 議 会

「
選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

「
選
挙
区
等
調
査
特
別
委
員
会
」を
設
置

〝
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
条
例
案
〞可
決

〝
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
条
例
案
〞可
決
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毎
定
例
会
の
前
段
に
知

事
と
正
副
議
長
・
各
派
代

表
者
と
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
知
事
か
ら
は
、
熊
本
地

震
被
災
へ
の
支
援
の
取
り

組
み
、
現
地
機
関
の
見
直

し
、
新
た
な
県
立
武
道
館

建
設
、
全
国
植
樹
祭
、
子

ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る

条
例
に
つ
い
て
説
明
や
報

告
、
意
向
の
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
今
回
（
６
月
１
日
）
私

か
ら
は
次
の
点
な
ど
を
提

起
し
ま
し
た
。

①
飯
田
お
練
り
ま
つ
り

を
知
事
に
ご
覧
い
た
だ

き
感
謝
す
る
。
観
覧
し

て
の
感
想
や
、
伝
統
芸

能
・
伝
統
行
事
へ
の
県

の
支
援
に
つ
い
て
所
感

を
伺
い
た
い
。

②
今
年
度
最
初
の
「
移

動
知
事
室
」
を
飯
伊
で

開
催
い
た
だ
い
た
が
、

14
市
町
村
長
が
５
分
ず

つ
発
言
し
て
も
１
時
間

以
上
か
か
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
２
泊
３
日
で
は
14
市

町
村
を
回
り
き
れ
な
い
。

も
う
一
工
夫
必
要
で
は
な

い
か
。

③
東
京
で
開
催
さ
れ
た

「
酒
メ
ッ
セ
」
に
参
加
し

た
が
、
60
の
蔵
元
が
自
慢

の
お
酒
を
出
し
、
３
千
人

の
参
加
で
大
変
賑
わ
っ
て

い
て
驚
い
た
。
そ
の
時
の

出
品
酒
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
お
酒
が
、
も
っ
と
県

内
外
に
普
及
す
る
よ
う
地

酒
の
振
興
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

阿
部
知
事
に
要
望
・
提
言

知事と飯田駅前にて

　
県
議
就
任
以
来
10
年
目
に

し
て
初
め
て
総
務
企
画
警
察

委
員
会
に
所
属
し
、
２
年
ぶ

り
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

 

　
警
察
委
員
会

【
質
問
】飯
田
お
練
り
ま
つ

り
で
は
警
察
の
皆
さ
ん
に
大

変
ご
苦
労
い
た
だ
き
感
謝
す

る
。
成
果
や
課
題
等
伺
い
た

い
。

【
答
え
】延
べ
１
１
２
名
の

警
察
官
で
雑
踏
警
備
に
あ
た

り
、
円
滑
に
実
施
で
き
た
。

警
備
時
間
が
長
時
間
に
及
び
、

制
服
姿
の
た
め
休
憩
も
ま
ま

な
ら
な
か
っ
た
と
報
告
が
あ

っ
た
。
次
回
も
主
催
者
側
と

連
携
を
密
に
し
安
全
対
策
を

最
重
点
に
取
り
組
み
た
い
。

【
質
問
】子
ど
も
を
性
被
害

か
ら
守
る
た
め
の
条
例
案
で

は
、
付
則
に
「
こ
の
条
例
の

施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
つ

つ
検
討
す
る
」
と
の
見
直
し

規
定
が
あ
る
。
条
例
の
罰
則

の
適
用
状
況
な
ど
議
会
に
報

告
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

警
察
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

【
答
え
】被
害
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
、
公

表
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

【
要
望
】警
察
、
教
育
委
員

会
、
県
民
文
化
部
が
、
縦
割

り
に
な
ら
な
い
よ
う
連
携
し

て
、
子
ど
も
を
守
っ
て
ほ
し

い
。

　
総
務
企
画
委
員
会

【
質
問
】今
回
の
補
正
予
算

案
の
収
入
に
大
北
森
林
組
合

か
ら
の
返
還
金
１
０
０
０
万

円
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

【
答
え
】
27
年
度
中
の
収

入
の
た
め
、
含
ま
れ
て
い
な

い
。

【
質
問
】専
決
処
分
報
告
さ

れ
た
27
年
度
の
最
終
補
正
予

算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
え
】予
算
に
は
計
上
せ

ず
、
決
算
で
受
け
る
処
理
を

し
て
い
る
。

【
質
問
】返
還
金
は
当
初
予

算
に
も
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

返
還
さ
せ
る
気
が
な
い
と
思

わ
れ
て
も
仕
方
な
い
で
は
な

い
か
。

【
答
え
】予
算
で
は
計
上
せ

ず
、
決
算
で
受
け
る
こ
と
は

制
度
上
あ
り
う
る
。
個
別
の

取
り
扱
い
の
中
で
適
正
に
対

応
し
た
い
。

【
質
問
】国
へ
の
返
還
金
の

対
策
と
し
て
新
規
職
員
の
採

用
を
減
ら
す
と
い
う
の
は
筋

違
い
で
あ
る
。 

【
答
え
】こ
の
事
案
を
契
機

に
、
し
ご
と
改
革
を
更
に
加

速
化
す
る
こ
と
に
よ
り
採
用

も
抑
制
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
狭
い
意
味
で
こ
の
事

案
の
た
め
だ
け
に
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
の
で
理
解
願
い

た
い
。

【
要
望
】こ
れ
か
ら
就
職
す

る
人
に
は
責
任
を
持
た
せ
な

い
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
質
問
】対
応
策
と
し
て
、

「
職
員
の
努
力
に
よ
る
収
入

の
確
保
」
と
あ
る
が
ど
の
よ

う
な
こ
と
か
。

【
答
え
】滞
納
繰
越
金
の
縮

減
、
収
納
率
の
向
上
な
ど
考

え
ら
れ
る
。
更
に
努
力
で
き

る
も
の
が
な
い
か
検
討
し
た

い
。

【
質
問
】元
気
づ
く
り
支
援

金
の
見
直
し
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
か
。

【
答
え
】市
町
村
の
担
当
課

長
と
の
検
証
・
検
討
会
議
を

７
月
以
降
４
回
開
催
し
、
11

月
に
県
と
市
町
村
と
の
協
議

の
場
に
報
告
す
る
予
定
で
あ

る
。

【
要
望
】総
額
を
10
億
円
に

戻
す
こ
と
も
含
め
、
こ
れ
ま

で
再
三
要
望
し
て
き
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。

【
質
問
】総
合
戦
略
の
人
口

推
計
は
県
と
市
町
村
で
整
合

が
と
れ
て
い
る
か
。

【
答
え
】足
し
あ
げ
て
付
き

合
わ
せ
て
は
い
な
い
が
、
方

向
性
は
一
致
し
て
い
る
と
考

え
る
。

【
質
問
】生
産
年
齢
人
口
を

20
歳
か
ら
74
歳
と
す
る
考
え

は
共
有
さ
れ
て
い
る
か
。

【
答
え
】同
じ
考
え
方
の
市

町
村
も
あ
る
が
、
あ
く
ま
で

ひ
と
つ
の
目
安
で
あ
り
、
最

終
的
に
は
各
市
町
村
の
判
断

で
あ
る
。

【
質
問
】各
市
町
村
が
人
を

奪
い
合
う
の
で
は
な
く
、
長

野
県
全
体
で
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
え
】
10
の
地
域
戦
略

会
議
で
、
各
地
域
の
あ
り
方

や
大
目
標
で
の
齟
齬
が
生
じ

な
い
よ
う
留
意
し
て
い
る
。

【
要
望
】集
落
単
位
で
人
口

分
析
や
対
策
を
行
い
成
果
を

あ
げ
て
い
る
県
も
あ
る
と
聞

く
。
集
落
単
位
ま
で
目
配
り

を
し
て
、
人
口
維
持
の
た
め

さ
ら
に
努

力
し
て
も

ら
い
た
い
。

警
察
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

1
　
一
般
財
源
総
額
の
確
保

に
当
た
っ
て
は
、
社
会
保
障
、

人
口
減
少
対
策
、
地
域
交
通

対
策
等
の
地
方
公
共
団
体
の

財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、

反
映
さ
せ
る
こ
と
。

2
　
地
方
交
付
税
算
定
に
お

け
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式

の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
条

件
不
利
地
域
等
、
地
域
の
実

情
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

安
心
で
安
全
な
住
民
生
活
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
合
理
的
な
も
の
と
し
、

地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機

能
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

3
　
地
方
交
付
税
に
よ
る
財

源
調
整
及
び
財
源
保
障
の
機

能
の
一
層
の
強
化
を
図
り
、

財
政
力
の
弱
い
地
方
公
共
団

体
に
配
慮
す
る
こ
と
。

4 

特
例
的
な
措
置
で
あ
る

臨
時
財
政
対
策
債
の
廃
止
を

図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

発
行
さ
れ
た
臨
時
財
政
対
策

債
の
償
還
財
源
を
確
実
に
確

保
す
る
こ
と
。

○
義
務
教
育
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書

　
全
て
の
児
童
生
徒
に
行
き

届
い
た
質
の
高
い
教
育
を
実

現
す
る
た
め
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
を
今
後
も
堅

持
す
る
と
と
も
に
、
少
人
数

学
級
を
推
進
す
る
な
ど
、
義

務
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

○
保
育
士
の
確
保
対
策

の
更
な
る
充
実
を
求
め

る
意
見
書

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
安

全
性
の
向
上
を
図
り
、
保
育

環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

も
、
保
育
士
の
確
保
に
向
け

た
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。
処

遇
改
善
を
は
じ
め
と
す
る
保

育
士
の
確
保
対
策
の
更
な
る

充
実
を
図
る
こ
と
。

　
６
月
５
日
、
長
野
市
の
エ

ム
ウ
ェ
ー
ブ
に
て
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰

ぎ
、
県
内
外
か
ら
約
６
、
０

０
０
人
の
方
々
が
参
加
し
て

全
国
植
樹
祭
の
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県

で
は
昭
和
39
年
に
茅
野
市
で

開
催
し
て
以
来
、
２
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
信
州
の
郷
土
芸
能
を
紹
介

す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

わ
が
「
東
野
大
獅
子
」
が
出

演
し
、
豪
快
な
「
ま
だ
か
の

舞
」
を
披
露
し
、
プ
ロ
ロ
ー

グ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
両
陛
下
に
は
別
室
に
て
ご

観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保

存
会
に
と
っ
て
も
私
に
と
っ

て
も
誠
に
光
栄
で
あ
り
、
大

切
な
思
い
出
と
な
る
も
の
で

し
た
。
７
年
後
の
「
飯
田
お

練
り
ま
つ
り
」
に
向
け
、
し

っ
か
り
伝
統
を
引
き
継
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
豊
か
な
〝
森

林
県
〞
の
信
州
が
育
ん
で
き

た
「
木
と
森
の
文
化
」
や

「
緑
を
い
く
つ
し
む
思
い
」

を
、
こ
の
植
樹
祭
を
機
に
い

っ
そ
う
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

会
派
提
出
の
意
見
書
案 

全
会
一
致
で
可
決

東
野
大
獅
子
が
出
演

東
野
大
獅
子
が
出
演

全
国
植
樹
祭

全
国
植
樹
祭

東野大獅子の勇姿（写真：長野県）

総
務
企
画
警
察
委
員
会
の
論
議
か
ら

総
務
企
画
警
察
委
員
会
の
論
議
か
ら

２年ぶりの委員会質疑

　熊本地震により被災された皆様
に心よりお見舞い申し上げます。
引き続き、安全・安心の国土・県
土づくりに全力を尽くしてまいり
ます。

　県
政
報
告
第
37
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
会
派
の
代
表
と
し
て
初
め
て
臨
ん

だ
定
例
会
で
し
た
。
「
子
ど
も
を
性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
条
例
」
（
案
）

と
、
大
北
森
林
組
合
等
の
補
助
金
不
正
受
給
に
係
る
国
へ
の
返
還
金
が
大
き

な
議
論
と
な
り
ま
し
た
。
「
決
め
る
の
は
議
会
」
と
い
う
責
任
を
痛
感
し
ま

し
た
。

会
派
代
表
と
し
て
初
め
て
の
定
例
会
に
臨
む

会
派
代
表
と
し
て
初
め
て
の
定
例
会
に
臨
む

重
要
案
件
を
慎
重
審
議
し
賛
成
・
可
決
へ

重
要
案
件
を
慎
重
審
議
し
賛
成
・
可
決
へ


